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運営費交付金の配分に係る施設マネジメント等の評価について

※夏ごろまでに、教育研究や専
門分野別の特性等を踏まえた客
観・共通指標を検討、その結果
を2020年度に活用

※左記の他、ＫＰＩ評価に基づき、
約300億円を再配分（2018年度：
77％～112％） ※圧縮適用

・施設マネジメントについては、約40億円を配分。

・2019年度の配分率については、90%から110%。今後配分率の幅は大きくなる見込み。

①「施設マネジメントの推進のための仕組みの構築」

②「施設の有効活用」

③「適切な維持管理」

④「サスティナブルキャンパスの形成」

に関する具体的な取り組みや成果、効果について、それぞれ点数化し合計点を各法人の評価点とする。

【施設マネジメントの評価の観点】※重点支援の類型ごとに点数に応じて順位付けを行う。

１．2019年度における配分
運営費交付金の基幹経費において、成果に係る共通指標により実績状況を相対的に把握し、これに基づく配分

を行うこととなった。

２．2020年度以降の配分
上記枠組みのもとで、配分割合・変動幅等が順次拡大予定。


